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LCBDE 胆 管 切 開  

名 古 屋 第 二 赤 十 字 病 院 外 科   

長 谷 川  洋  

（ 症 例 ） 83 歳 、 女 性 。 （ 主 訴 ） 肝 機 能 異 常 （

画 像 診 断 ） MRCP,DIC-CT で は 胆 石 と 総 胆 管 内 に 18

× 12mm の 大 き な 結 石 （ ビ 石 ） を 認 め た 。 ERCP

は 傍 乳 頭 憩 室 の た め 不 能 で あ っ た 。 以 上 よ り 、

胆 管 原 発 の 結 石 と 診 断 し 、 胆 管 切 開 の 方 針 と

し た 。 （ ポ ー ト の 配 置 ） LC と 同 様 で 4port で 行

っ て い る 。 （ 術 式 ） ま ず 胆 嚢 床 よ り 胆 嚢 の 切

除 を 行 う 。 胆 嚢 管 は 切 離 せ ず 行 う の で 若 干 の

慣 れ が 必 要 で あ る 。 胆 管 原 発 結 石 の 場 合 に は

こ の 操 作 は 容 易 で あ る 。 胆 嚢 の 摘 除 が 終 了 し

た ら 、 助 手 の 鉗 子 で 、 胆 嚢 頸 部 を し っ か り 把

持 し 右 頭 側 に 拳 上 す る 。 総 胆 管 の 走 行 を 確 認

し 、 漿 膜 を 切 離 し 胆 管 壁 を 十 分 に 露 出 す る 。

胆 管 の 左 側 縁 を 鉗 子 で 確 認 し 、 胆 管 の 幅 を 十

分 認 識 し て お く 。 特 に 胆 管 径 が 狭 い 場 合 に は

こ の 操 作 は 重 要 で あ る 。 切 開 部 位 は 、 通 常 は

意 識 よ り や や 左 側 で 切 開 す る と 良 い 。 切 開 は
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電 気 メ ス で 行 っ て い る 。 大 半 は 5mm の 胆 道 鏡

が 入 る 位 で 十 分 で あ る が 、 本 例 の よ う な 大 き

な 結 石 の 場 合 に は 最 初 か ら 十 分 な 切 開 を し て

お く こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 切 開 の 前 に は ガ

ー ゼ 、 回 収 バ ッ グ を 予 め Morison 窩 に 準 備 し て お

く と 、 汚 染 の 防 止 に 有 効 で あ る 。 切 石 は 大 多

数 は 胆 道 鏡 下 に バ ス ケ ッ ト 鉗 子 を 用 い て 行 っ

て い る が 、 本 例 の よ う な 大 き な ビ リ ル ビ ン 結

石 で は 、 鉗 子 で 把 持 し た り 、 鉗 子 操 作 で 押 し

出 す と い っ た 手 技 が 必 要 と な り 、 切 石 に 苦 労

す る こ と が 多 い 。 本 例 は 胆 管 切 開 部 ま で 結 石

を 移 動 し た 後 、 鉗 子 操 作 で 押 し 出 し た 。 切 石

後 は 、 胆 道 鏡 に て 遺 残 の な い こ と を 十 分 確 認

し 、 縫 合 閉 鎖 に 移 る 。 我 々 は 4-0 Vicryl の ス キ ー

針 を 用 い て い る 。 縫 合 は 基 本 的 に は 結 節 縫 合

で 行 っ て い る 。 縫 い 代 が 細 か く な り や す い の

で 注 意 す る 。 通 常 は 4-5 針 で 十 分 で あ る 。 こ の

後 、 漿 膜 の 閉 鎖 を 数 針 行 っ て い る 。 胆 管 閉 鎖

後 は 十 分 に 洗 浄 を 行 い 、 右 横 隔 膜 窩 な い し

Winslow 孔 に closed type の ド レ ー ン を 挿 入 す る 。 減 圧
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チ ュ ー ブ は 原 則 と し て 挿 入 し な い 。  


